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研究成果の概要（和文）：ガレノスの認識論、自然学、倫理学に焦点を合わせ、古典期・ヘレニ

ズム期にわたる古代ギリシア哲学の歴史を見直そうとする本研究では、関連するガレノス著作

の翻訳を進めるとともに、ガレノスがその著作のうちで総括的あるいは批判的に扱っている諸

思想を、プラトン、アリストテレス、ヘレニズム哲学、また彼と同時代の諸思想のうちに探り、

そこから現代とは異なる古代思想の諸特徴を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：This study, which focuses on Galen’s epistemology, physics and 

ethics in order to take a new look at the history of Greek philosophy ranging from the 

Classical through the Hellenistic and into his own period, engaged in the translation 

of Galen’s relevant works, and examined the kind of ideas from Plato, Aristotle, 

Hellenistic philosophy and his contemporary thought that Galen tackled in a summarizing 

or critical manner, so as to find the characteristic features of ancient approach 

different from modern thought. 
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１．研究開始当初の背景 

 ガレノスは、医学者・生理学者として偉大
な業績を挙げただけでなく、認識論・言語哲
学・自然学・倫理学にまで及ぶ哲学の幅広い
領域で執筆し、著作の多さ・包括性・総合性

において並外れた巨人的な学者である。哲学
関係の著作はほとんど残っていないため、医
学者としての面が強調されがちであるが、し
かし著作題名『最良の医師はまた哲学者でも
あること』が示唆するように、彼は優れた哲
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学者でもあった。すなわち、ローマにおいて
医者・医学者として活躍するかたわら、プラ
トン・アリストテレスの古典期哲学とヘレニ
ズム期哲学を総括的に振り返り、深い理解に
基づいて諸理論を比較し、各立場の長所・短
所を見極め、哲学のほぼ全域にわたる総合を
行なったのである。この歴史的位置づけゆえ
に、17 世紀のデカルト、ガリレオ、医学者ハ
ーヴェイ等にとって、ガレノスは、対決を通
して自らの立場を打ち立てるべき大きな壁
ともなった。それゆえ、過去の哲学に対する
ガレノスの反省的総括を軸として、彼以前の
哲学、および彼と同時代の哲学を見直すこと
は、研究者にとって、ガレノスの幅広いパー
スペクティヴを得て、そこから古典期・ヘレ
ニズム期にわたる古代ギリシア哲学の歴史
を見直す絶好の機会となる。とくに、古典期
およびヘレニズム期哲学という哲学の大き
な潮流、および各潮流の中で展開された種々
の哲学的・科学的立場に対して彼が行なった
批判的検討は、プラトン・アリストテレスな
どの古典期の哲学の位置づけ、また個々の思
想についても、新たな視点と研究のヒントを
与えてくれる、という期待のもとに、本研究
をスタートさせた。 
 研究代表者にとってガレノスへの関心は、
1983 年のケンブリッジ大学留学時に遡るも
のであった。最初の指導教員 G.E.R.ロイド教
授は、古代医学の大家であり、ロイド教授と
の出会いを通してガレノスへの興味を呼び
起こされるとともに、また次の指導教員 M.F.
バーニエット教授の大学院セミナーで、セク
ストス・エンペイリコスが属していた医学学
派（経験派）に関する最重要の資料の一つで
あるガレノスの『経験派の概要』をテクスト
として読む機会を得、研究代表者は、ガレノ
スへの関心をさらに掻き立てられた。帰国後
も、研究代表者は、自ら翻訳した J.アナス、
J.バーンズ『懐疑主義の方式』（岩波書店、
1990 年）で、ガレノスが古代懐疑主義の重要
資料として取り上げられていること、またロ
イド教授の『後期ギリシア科学』（法政大学
出版局、2000 年）で「ガレノス」の章の翻訳
を担当したことにより、さらにガレノスへの
関心と理解を深めるとともに、研究分担者と
その関心を共有し、両者ともに少しずつ将来
のガレノス研究に向けて準備をするにいた
った。 
 それは、研究分担者による翻訳「ガレノス
『経験派の概要』」と、研究代表者の「ピュ
ロン主義、経験主義、方法主義―ガレノス『入
門者のために諸学派を論ずる』（序論および
翻訳と訳註）―」に通じる。その後、研究代
表者と分担者は、古代懐疑主義研究の必須資
料であるセクストス・エンペイリコス全訳の
作業に入った。そしてそれがほぼ完成した時
点で、セクストス（200 年頃）によるそれま

での思想の総括が内包する豊かな内容を参
考にしつつ、彼と同時代に活躍したガレノス
（129 年―220 年代）による同様の総括を振
り返り、そこからガレノスが対象としたプラ
トン、アリストテレス、ヘレニズム哲学、宗
教思想などに新たな光をあててみることを
計画したのである。その際、古代哲学におけ
る哲学の３部分（論理学、自然学、倫理学）
にならって、焦点を認識論、自然学、倫理学
に据えることにした。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、一つには、京都大学学術出
版会の西洋古典叢書の一冊として出版すべ
く、ガレノスの哲学理論的著作のいくつかを
翻訳することにあった。翻訳の中には、上記
『経験派の概要』、『入門者のために諸学派を
論ずる』だけでなく、『最良の医師はまた哲
学者でもあること』、『混和について』、『われ
われの身体の最良の構成について』など、彼
の哲学観、自然学・生理学理論に関わる翻訳、
および彼の哲学的全体像を知る資料『自著に
ついて』および『自著の整理分類について』
も含まれる予定であった。『混和について』
を除けばいずれも量的には小品であるが、彼
の哲学的著作の大半が失われた現在、すべて
彼の哲学のあり方を知るための非常に貴重
な書物である。 
 これらの著作の翻訳は、ガレノスの他の諸
テクストの考察を促し、またそれは、ガレノ
スが古代哲学を総観的に反省し、そして批判
する独自の地点にあることを考慮に入れる
とき、彼の目を通して、古代哲学の諸思想を
振り返る絶好の機会にもなる。なぜなら、正
確な翻訳と注のためには、彼の認識論・自然
学・倫理学の立場を、先行哲学者のそれとの
比較において正確に捉え、位置づけることが
必要であり、そこから個々の問題に関するガ
レノス、および彼が対決する哲学者、科学者、
医学者の特徴的立場、とくに現代の諸思想と
異なる立場が浮き彫りになりうるからであ
る。 
 
３．研究の方法 

(1) 第一に、ガレノスの哲学的・科学的著
作の翻訳に研究代表者と研究分担者で協力
して従事した。その際、これまでのセクスト
ス全訳作業の場合と同様に、研究代表者と研
究分担者のあいだで翻訳箇所の分担は行な
わず、翻訳、訳注、解説の全体にわたって二
人が協同し、テクストの読み方や解釈が異な
る場合は相談の上いずれかを採用し、場合に
よっては別の可能性を注記するという方法
を採った。またどちらかがすでに発表した翻
訳も、今回改めて相互チェックしなおし、そ
れによって一層深い理解を目指すことにし
た。翻訳の対象とした著作は次のとおりであ



 

 

る。 
①『自著について』、『自著の整理分類につい

て』『最良の医師はまた哲学者でもあるこ
と』：哲学者かつ医者であったガレノスの
基本的立場と哲学的全体像を示すもの。 

②『入門者のために諸学派を論ずる』、『経験
派の概要』、『最良の教えについて』：哲学・
科学・医学にまたがる認識論の問題を論じ
るもの。 

③『混和について』、『われわれの身体の最良
の構成について』：自然学の物質的原理で
ある４構成要素、医学・生理学の原理であ
る４体液、自然学全般の機械論的原理であ
る混合・混和に関わるもの。 

 
(2) また翻訳作業において、しばしば参照

することになるのは、『ヒッポクラテスとプ
ラトンの学説』であるが、この著作では、彼
と先行哲学者たちの魂論・倫理学が自然学と
の密接な関係のうちに詳論されている。それ
ゆえ、ガレノスの魂論を含む倫理学にも踏み
込んでいくことにした。 
 

(3) さらにガレノスがプラトン、アリスト
テレス、ヘレニズム哲学等々について反省的
に、またある場合には批判的に検討している
ところから、彼の総括を見ていくなかで、こ
れらの哲学者の思考についてのヒントをも
積極的に探り出し、活用していくことにした。 
 
 (4) ガレノス翻訳と並行して、他のギリシ
ア哲学者の翻訳も、それがよい相乗効果をも
つ限りにおいて行なうことにした。平成 22
年度は、研究代表者および研究分担者による
セクストス・エンペイリコス『学者たちへの
論駁』のうちの「自然学者たちへの論駁」、
および「倫理学者たちへの論駁」の完成とも
重なった。また研究代表者によるアリストテ
レス『生成と消滅について』の翻訳は、本研
究期間全体を通じて並行して遂行すること
になった。前者はガレノスと同時代に同様の
反省的総括を行なった哲学者の著作として、
後者は、ガレノスがとくにその自然学におい
て、基本的典拠および倣うべきスタンダード
とみなした著作として、いずれの翻訳も大い
に有益であった。 
 
 (5) これらの研究を交友のある海外の優
れた研究者と連絡をとりながら行なってい
くことにした。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 22 年度の研究成果 
 ① 前半は、ガレノスと同時代のセクスト
ス・エンペイリコスによる自然学批判、倫理
学批判の検討に集中し、哲学者にして医者で
ある点でガレノスと共通するセクストスに
とって、当時のコスモポリタニズム的状況の

もと、魂の治療者としての哲学者の自覚が、
「よく行為すること」から「無動揺」への幸
福概念の転換と大きく関わっていることを
明らかにした。 
 ② また後半は、アリストテレス自然学の
研究を通して、ガレノス自然学の基本概念に
ついて検討した。とくに構成要素、接触、混
合、作用、被作用の概念が自然学においても
つ重要性を、アリストテレス『生成と消滅に
ついて』を通して明らかにした。 
 ③ またとくにこの年の８月２日～７日に
は、研究代表者は、東京で開催された国際プ
ラトン学会（主題『国家』）に出席し、ガレ
ノスの魂論形成に大きな影響を及ぼした『国
家』の魂論に関わる諸研究に接し、ガレノス
が重視する情動制御の問題について次の知
見を得ることができた。(i) プラトンにも
「無動揺」的な幸福概念が認められる。(ii) 
それを可能にする主導的な理性とは、現代の
われわれが考える reason とはかなり異なる。
(iii) プラトンも含めて古代の情動制御に
は、現代のマインドフルネスに通じるような
志向性が認められる。 
 ④ また同プラトン学会においては、長年
の親交を有するケンブリッジのバーニエッ
ト教授、スコフィールド教授、カリフォルニ
ア・バークレーのフェラーリ教授だけでなく、
多数の優れた学者と出会い、将来の研究交流
に向けてのよき基盤を築きえた。 
 ⑤ さらにこの年の 11 月には、ガレノスと
同時代に活躍し、彼と同様にそれまでの哲学
の反省的総括を懐疑主義の立場から行なっ
たセクストス・エンペイリコス『学者たちへ
の論駁』（自然学者たちへの論駁、倫理学者
たちへの論駁）を京都大学学術出版会から出
すことができた。 
 
(2) 平成 23 年度の研究成果 
 ① 研究代表者は、前半は、ガレノスの自
然学・生理学理論の基礎にあるギリシアの四
基本要素（火、空気、水、土）とそれら相互
の変化、さらにそれらからのいわゆる同質部
分体（肉、骨、腱等々）の構成に関するギリ
シアの基本著作であるアリストテレス『生成
と消滅について』の翻訳を行ないつつ、同理
論に関する理解を深めた。 
 ② また後半は、ガレノス『混和について』
の翻訳を中心に研究を進めた。同書では、四
構成要素の生物体における混和の問題が、医
者にして哲学者・自然学者であるガレノス独
自の視点から考察されている。 
 ③ 研究分担者は、ガレノス著作『最良の
医師はまた哲学者でもあること』の翻訳を完
成した。この翻訳作業を通じて、ガレノスに
おける医術と哲学の関係、また医の倫理の問
題について基本的知見を得ることができた。 
 ④ さらに理性と情動の関係は、医者であ
るガレノスにとって心身問題の一部として



 

 

重要なテーマである。研究代表者はこれにつ
いても、広くギリシア哲学全体のなかで考察
を行なった。現在の心理学において筆記が感
情制御にもたらす効果に注目されているが、
その関連でギリシアにおけるテクストの問
題、またポジティブ心理学の諸問題をも考察
に取り入れ、ガレノスを広い問題連関のなか
で捉えようとした。 
 ⑤ さらにアリストテレス『生成と消滅に
ついて』の翻訳を一応仕上げ、さらなる正確
さを目指して、注や解説の整備に向かった。 
 
(3) 平成 24 年度の研究成果 
 ① この年は、ガレノスと彼の思想的背景
として、とくに自然学、倫理学に焦点を合わ
せた。前者についてはアリストテレスを中心
に、後者についてはホメロス以来のギリシア
思想の人間観、およびプラトンの幸福論、感
情制御の問題を中心に研究を行なった。 
 ② 自然学については、ガレノスの自然学
的著作『混和について』の翻訳を進めるとと
もに、そこで展開される混合概念、およびギ
リシア医学の基本でもある同質部分体とそ
れを構成する 4 基本要素の理論、さらに 4基
本要素（火、空気、水、土）の組成に関する
理論を、思想的バックグラウンドでもあるア
リストテレス『生成と消滅について』の内に
取り押さえた。 
 ③ また『生成と消滅について』の翻訳に
ついては、平成 23 年度に一応仕上げていた
その翻訳と注をさらに精確かつ読みやすい
ものにして、平成 25 年度からはじまる岩波
書店新版アリストテレス全集用の原稿とし
て完成した。 
 ④ 倫理学については、情動を魂の統轄的
部分の判断の誤りとして捉えるストア派的
魂＝プネウマ一元論に対抗してガレノスが
採用したプラトン的魂三部分説と、情動制御
の問題をとくに焦点に据えた。魂三部分説は、
非理性的な情動を気概の部分と欲求の部分
のどちらに置くべきか、また情動の二種類は
一律に同じ仕方で制御されるべきであるか、
という問題を生む。この問題は、情動への対
処法としてアパテイア（無情動）を目指すか、
あるいはメトリオパテイア（節度ある情態・
情動）を目指すかというより大きな問題とも
関係し、また今日の感情心理学とも関わって
くる問題である。現代の心理学者、ダマシオ
はソーマティック・マーカー仮説に基づいて、
情動制御の不可能性を主張したが、古代の哲
学者たちはその可能性を模索した。この広い
連関の中でプラトンの魂論を中心に古代ギ
リシアの情動制御の問題を研究し、その成果
を論文として表わした。 
 
(4) 今後の展開 
 ① 今回の研究「ガレノスによる古代ギリ
シア認識論・自然学・倫理学への反省的総括

の研究」を振り返ってみるとき、ガレノスが
反省的に総括したことから、古代ギリシア認
識論・自然学・倫理学について新たに見えて
きたことは非常に大きく、そのヒントに基づ
いて、プラトン、アリストテレス、ヘレニズ
ム哲学、また広く古代哲学・古代思想の諸局
面について、新たな視点から論文、研究発表
の形で種々の成果を示すことができた。 
 ② また、とくにアリストテレス『生成と
消滅について』の翻訳は、本研究によっても
たらされた広い枠組みによって非常に助け
られるとともに、またそれ自体、本研究にお
けるガレノスの自然学、とくに火、空気、水、
土の４基本要素の考え方について貴重な示
唆を与えるものであった。 
 ③ 他方、ガレノスの哲学的著作の翻訳に
ついて言えば、①と②の研究が進展したその
分、進展は遅れぎみであった。しかし平成 25
年度中には翻訳を完成し、翌年の京都大学学
術出版会からの発行を目指す。 
 ④ また総括対象ではなく、総括主体であ
るガレノスその人の研究については、本訳を
通していくつかの知見は得られたが、それを
論文や研究発表の形で発信するまでにはい
たらなかった。これは今後の課題である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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